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共通研究主題

児 童 ・生徒一 人一 人が よ さや 可能性 を 発揮 し、 自 らの生 き方 を主体 的 に創造す る支 援の 工夫

1.主 題 設定 の理 由

児 童 ・生徒 の生活 の現 状 は、物 質的 な豊 か さや便利 さが 進む 一方、 マ スメデ ィア との過度 の

接触 に よ り、疑似体 験 ・間接 体験 が多 くな り、 生活体 験 ・自然体 験が不 足 して きて い る。 また 、

少子 化 ・核 家族化 な どに よ って 人間 関係が 希薄 化 し、人 とのか かわ りの苦 手な児 童 ・生徒が 増

え て きて い る。人 との かか わ り体験 の不 足 は人 間 と して の心情 面で の発達 に も影 響 を与 え、豊

か な心 の育 成を も阻害 して い る。

これ らの こ とは、 「い じめ 」や不 登校 、性 の 商品化 な ど様 々な社会問 題 と して顕 在化 して お

り、 その解 決 に向 けて 多方 面 か らア プ ロー チが図 られ てい る。私 た ちは、 これ らの 悶題 の解 決

の ため に は、学 校教育 の場 におい て、授 業 を知識 や技能 を 身 に付 けさせ る ことに 中心 をお いた

教 育か ら、 自 らの生 き方 その もの と積極 的 にかか わ る教育 へ と授 業 や教育活動 を質 的 に改 善 し

て い く必要 が あ ると考え た。

そ こで 、 自 らの生 き方 を主体 的 に創造 して い くことの で きる児童 ・生徒 の育成 を め ざ して研

究 を進 め る こ とと した。 この ことを通 して 一人一 人 が 自 らの よ さや 可能性 を発揮 し、豊 かな 自

己実現 に 向 けて取 り組 ん で い くこ とが で きる児 童 ・生徒が 育っ と考 え、上 記主題 を 設定 した。

Il研 究 の視 点 と方 法

1「 生 き方 」 とは

(1)生 き方 の と らえ方

「様 々 な活動 を通 して、 経験 を積 み 、 自己理解 を深 め 、よ り豊か な 自己実 現を 図 る こ と」

(2)生 き方教 育の 意味

人 は、 誰 しも入間 と して よ りよ く生 きた い とい う願 いを もって い る。 その願 い は、 人間

社 会に おけ る様 々なか かわ りを通 して実践 され、開 花 して い く。 また、その過 程 にお いて 、

人 は様 々な夢 を抱 き、 希望を もち、悩 み 、 苦 しみ 、人間 と しての 在 り方 や生 き方 を 自 らに

問 いか け る。 この 問 いか けを繰 り返す こ とによ って、一一人 一一人の 生 き方 は固 有の もの とな

り、 自己実現が 図 られ て い く。

よ りよい生 き方 を求 め実践 す る中で、 自 らの課題 を認 識 し、 それを 克服 す る営 みが 生 ま

れ る。 この ことを 全教育 活動 を 通 して支 援す る活動 を 、本部 会 で は 「生 き方教 育 」 と と ら

えた 。

2は ぐくみ た い力

主体 的 な生 き方を 創造 す る児 竜 ・生 徒 を育成 す るため に、 は ぐくみ たい力 と して 以下 の3

点 を 重視 した。

(1)自 分 を 見っ め、振 り返 る力

12?他 者 を認 め、 自分 を表 現 し、互 いの よ さを伸ばす 力

(3)自 分 で課題 を見 つ け、取 り組 み、解 決す る力
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社 会の なかで生 きる姿 は多様 であ ろ うと も、生 き方 の 自覚 は深 く内面 に根 ざ した もので あ

る ことが 望 ま しい。 ま た、将 来 出会 うで あろ う様 々な場 面や状 況 にお いて も、 自 らの 価値 観

に基 づ き行 為 を選 択 し、実践 して い くた くま しさ も必 要で あ る。 その意 味で 、 これ ら3っ の

力 は、 豊か に感 じ、 考 え る内面的 な力で あ る とと もに、行 為 と して表 そ うとす る実践 的 な力

で もあ る。 これ らの力 を培 う ことに よ って、 児童 ・生徒一 人一 人 に他 者 に流 され るこ との な

い固有 の生 き方を形 づ くる こ とが で き ると考 え た。

3研 究 の進 め方

(1)部 会 での共通 の取 組 み

○ 各所 属学校 にお け る児 童 ・生徒 の 生 き方 に関 す る現状

○社 会的 な状 況 や要 請 の と らえ方

○ 今 日の教育 課題 にっ いて の受 け止 め方

これ ら3点 を 中心 に話 し合 い、そ の中で 、 「生 き方 の捉 と らえ方 」や 「生 き方教育 の意 味」

に つ いて 、小 ・中学 校分 科 会の共通 理解 を図 った。

ま た、そ こか ら、児 童 ・生徒 に 「は ぐくみた い力」 を確 認 し、以下 の仮 説 を設 定 した。

・自分 を見 っ め、振 り返 る力

・他者 を認 め、 自分 を表 現 し、 互 いの よ さを伸 ばす 力

・自分で課 題 を見 っ け、 取 り組 み、 解決す る力

を身 に付 け るた めの 支援 の工夫 をす るこ とに よ って、 児童 ・生徒一 人一 人 は、

よ さや可能性 を発揮 し、 自 らの生 き方 を主 体的 に創造 す る ことが で き るで あ ろ う。

(2)分 科会での取組み

小学校分科会

δ

先行 研究 の考察 ・資料収 集

ア。 昨年 度の 研究 員小学 校教 育課題

部会の 「ま とめ と今後 の課 題」

イ.「 横 断的 ・総 合的 な学 習」の 理念

と実践

「各教科 での 生 き方 学 習」の在 り方

与

「生 き方を自覚 させるための授業改善

の視点」を設定

8

実 践 ・検証

中学校分科会

5

研究員の所属中学校15校 の生徒

を対象に、 「生き方 にかかわる意

識調査」を実施

δ

調査結果を基に具体的な支援の

方法を検討

呂

実践 ・検証
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4研 究構想図

児童 ・生徒の実態 社会的状況 社会的要請 今後の教育の目指すもの
・赫 わりの不足 禮富蜘 識・情報 ・価値観の多様化 ・生群 習社会 ・一人一人の個性、よさを{申ばす鯖

・主雌 の不足 ・掴性志向 ・燗 関係の希薄化 ・国際化社会 ・豊かな心とたくましい体をはぐくむ瀟

・直接体験の不足 ・旺盛な騎心 ・家庭の鯖 力の低下 ・情報化社会 ・教育内容嚥選と基礎・躰の擁

・ゆとりのな唯 活 ・鰍 への強い関心 ・物質的豊かさ ・環境懸 ・横断的・総合的な学習の推進

・自立の遅れ ・高い庸 性 ・メディアの氾濫 ・男鯵 画社会

・生きるめあての希薄 ・発想の多灘

一 研究主題

児童 ・生徒一人一人が よさや可能性を発揮 し、

自らの生き方を主体的に創造する支援の工夫

「 生き方

様 々な活動を通 して、経験を積み、 自己理解を深め、

より豊かな 自己実現を図ること

は ぐくみたい力

○ 自分を見つめ、振 り返 る力

○他者 を認め、自分を表現 し、互いのよさを伸ばす力

○ 自分で課題を見っけ、取 り組み、解決する力

研究仮説

他者や 自然 などのかかわ りを重視 し、 は ぐくみたい力を身 に付 けるための支援の工夫

をす ることによって、児童 ・生徒一人一人は、よさや可能性 を発揮 し、自 らの生 き方を

主体的に創造す ることがで きるであろ う。

小学校分科会 研究の視点と方法 中学 校 分科 会

生き方を自覚させるための

授業改善のポイン ト

・生 き方に関するテーマの設定

・かかわ りの場面の設定

・問題解決的な学習の充実

・自己評価活動の工夫

・各教科 横断的 ・総合的な学習

・特別活動(学 級活動)

生き方にかかわる生徒の意識調査

具体的支援の方法

・支援 カー ドの作成 と活用

・教育相談的手法の活用

・学習形態の工夫

・主体的に取 り組む工夫

・各教科 ・特別活動 ・学校行事
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川 小学 校分科 会

1研 究 の 内容

「生 き方を 自 ら創造 して い く」 た めに は、学習 活動 を通 して教科 の知 識 を学 ぶ のみで な く、

生 き方 にっ い ての価値 観 を身 に付 けて い くことが 大 切で あ る。 その ため に教 師 は子 ど もたち

が 「自分 ら しさ」を 発揮 し、 「生 きる こと」の意 味を感 じ、理解 す るよ うに学習活 動 を展 開

して い く必 要が あ る。

小学 校分 科 会で は、 このよ うな考 えを もとに して、生 き方 を 自覚 させ るため の授業 改善を

ね らい に研 究 を進め る ことに した。 そ して 、授 業改善 のポ イ ン トと して、 以下 の4っ を設定

した。

自

ら

の

生

き

方

を

主

体

的

に

創

造

す

る

児

童

・生 き方 を考 え る子

・か か わ る子

.困 難を乗 り越える子 ⇒

・自分で課 題 に取 り組む子

・自分 ら しさを追求 す る子

・自分の ことを決定 で き る子

授 業改善 の ポイ ン ト

・生 き方 テーマ の設定

・問題解決的な学習の充実

・自己評価 活動 の工 夫

これ ら4っ の ポイ ン トに基づ き、 それ ぞれ の教科 の授業 や教科等 の関連 を 図 った授業 を行

うことによ り、児童 は 自 らの生 き方 を主体 的 に創 造 して い くで あろ うと考 え た。

〈 生 きるカのあ る子 〉
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(1>「 生 き方 のテ ーマ」 の設定

教 科 ・領 域 の 目標 に は、教 科 ・領 域 そ れ 自体 に即 応 す る 目標 だ けで な く、 人 間 と しての

「生 き方 」 にか かわ る多様 で重 要な価 値 も多 く含 まれ て い る。 しか し、授 業 の実 際を 見てみ

る と、 ど う して も教科 ・領域 に即 応す る目標 に と らわれが ち にな り、 その 一方 にあ る生 き方

にか かわ る価値 に対す る意識 が 薄 くな って い る。 そ こで、 今回 「生 き方 のテ ー マ」を設定 す

る ことに よ り、薄れが ちにな った価値 を クローズ ア ップ させ 、学 習集団が それを よ り意識 で

きるよ うな学 習過程 を組ん で い くことで、 生 き方を主 体的 に創造 で きる児 童が 育つ で あろ う

と考 えた。

【これ まで の 授 業 】 【 目 指 す 授 業 】

ダァノ　 教 科 ・領 域

"旨 殿応する＼

生き方 ⇒
倉

教科 ・領域
に即応す る

目標

生き方に
かかわる
多様な価値

生 き方のテーマの設定

構想・[互 コ[互][至 コ

ー園 團 團 團
単独教科 ・領域の単元 ・題材を通 した指導

(○ 共通 した生 き方のテーマ)

教科 ・領域の関連を図 った指導
(横断的 ・総合的な学習の構想)

(2)「 かか わ りの場 面 」の設 定

人 間 は、か かわ り合 いの 中で育 ち、 自 己を磨 くことが で き る。 この 世に生 を受 けて きた瞬

間か ら、様 々なかか わ りを通 して成長 し、 今 日の 自己を築 き、発展 させて い く。 よ って、子

ど もた ちが 自分の 「生 き方」 を方向付 け し、 決定す る 上で、か かわ りの場 面を授 業 改善の視

点 と して取 り入れ るこ とに は、大 きな意 義が あ る と考え た。

か かわ りの4つ の場 面
① 主 と して 自分 自身

自己の在 り方 を 自分 自身 の かか
わ りにお いて と らえ、 望 ま しい
自 己の形 成 を図 る。

② 主 と して他 人
自己を他 とのかか わ りの中 で と
らえ 、望 ま しい人 間関係 の育 成
を 図 る。

③ 主 と して 自然 や崇 高な もの
自己を 自然や 美 しい もの、崇 高
な もの とのか かわ りにおいて と
らえ、人 間 と して の 自覚 を深 め
る。

④ 主 と して 集団 や社 会
自己を さ まざ まな社 会集 団や 社
会 とのか かわ りの 中で と らえ 、
社 会の 一一員 と して の 自覚 を もち
生 活す る人間 の育成 を図 る。

か か わ りにっ いて の場 面 の設定

〈 集 団 ・社 会 〉
・さ ま ざ まな 人 々 と交 流 す る。
・一 人 一 人 の よ さが 発 揮 で き る。

考
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や
合

の
を

さ
め

〉
人
見

。
よ
認

人

一
意
う

の
を

他
人
や
合

い
い

。

〈

一
え
き
互
違
う

a

⇒

b4

自

己

b4

Cコ 〔⇒

　

、
り

や
る

〉
え
振

さ
知

身
考

、、

よ
を

自

で
し

。
の
性

分
分

動
る
分
能

自
自
行

返
自

可

く

・

・

〈 自然 ・崇 高 な もの 〉
・IV聞 き した り、 触 れ た りす る
体 験 を 持 っ 。

・美 しい もの(生 命)に 感 動 す る。
一

一6一



(3}「 問題解 決 的な学 習」 の充実

学 習だ けに限 らず 、私 た ちは 日々の 生活 にお いて、 いろい ろな 出来 事 に遭 遇す る。 その場

の状 況や 自分の 置か れて い る立場 、今 何が 大切 なのか を考え て適切 に行動 で きる力を備 えて

い くこ とは、 自分 の生 き方を考 えて い く上で極 めて 重要 で あ る。 その力 を養 うため に 自 ら課

題 を見つ けて取 り組 んで い く学 習、す な わ ち 「問題解 決的 な学習 」を 「生 き方教 育」 の柱の

一 っ と考え た。

問題解決的な学剖

1難聯 調
D

自
分
な
り
の
学
習
の

仕
万
に
気
付
く

D

自
分
で
課
題
を
見
つ
け

取
り
組
み
解
決
す
る

力
を
育
て
る

D

生
き

方
教

育

上 図 にあ るよ うに、 問題解 決的 な学 習 にお いて は、その過 程 にお いて 自己評 価や相 互評 価

を交え なが ら試 行錯 誤 を繰 り返 し、 時 には解 決方法 や取組 みを修 正 しなが ら、学習 を進 めて

い く。

こ う した学 習の繰 り返 しの中か ら児童 は 自分 な りの学 習の仕 方を少 しず っ身 に付 ける こと

がで きると考 え る。 ここで得 た失敗 や成 功が 教訓 又 は 自信 とな り、 問題 に直面 した時 に何が

課題 かを見抜 き、 ど う して いけばい いのか 、何 が必要 なのか を考 え、 自 らの力 で課題 を解 決

して い こ うとす る能 力や 態度が育 って い く。 この ことは自 らの生 き方 を考え た り、決 定 した

りして い く上で の 普遍 的 な力 にな る と考 えた。

(4)「 自己評 価活動 」の 工夫

児童が 様 々な活動 を通 して、 よ り豊か な 自己実 現を 図 って い くた めに は、 自分 で 自分 の学

習内容 、行動 、意欲 、態度 等を評 価 し、それ らによ って得 られた情報 に よ って、 自己洞 察を

深 め 、 自分 の これか らの学 習や行動 の在 り方 を判 断 し、決定 して い くとい う能 力や態度 を育

てて い くことが 重要 であ る。

そ こで 、学 習活動 の中で 自己評 価活 動の場 面 を設定 し、 自分を 見つめ 、振 り返 る活動 を繰

り返 す こ とによ って 、人 間 と して よ りよ く生 きよ うとす る能 力や 態度が 身 に付 くと考 え た。

〈自己評価 の定 義 〉

自分 で判 断 し、決定 し、行 動 した こ とに対 して 、歩み を見っ め直 し確 認 す ると ともに

新 た に生 じる課題 を吟 味 し、それ を解 決す る方 法 な どを探 究す る営 み

〈 自己評 価 と 自己実現(自 分 づ くり)と の関連 〉

[堕 方の　 定

→ 達成行動 → 自己評価 一墨
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2実 践 事例(1)第3学 年 学級 活 動 を通 しての 事例(概 要)一 構想A

(1)「 生 き方」 の テーマ

自他 の よ さを知 り、 ともに生 きよ うとす る。

② テ ーマ設定 の理 由

〈今 日的状 況〉

自分 に対 す る 自信が もて な い ことが 、 人 々の関係性 を不安 定 に し、 自己中心的 な言動 を強

くして い る。個 性 を尊重 しなが らも、集 団生 活や社 会生活 を営 む上 での基 本的 な資質 や能 力

を養 うこ とが求 め られて い る。

〈児 童の実 態〉

本学 級 で は、児 童の 人間関 係が少 しず つ 深 ま って い くに従 って 、す でに何段 階か の集団 の

質 的 な変 容 が 見え て きて い る。 しか し、 時 に、 自分 の 思 い通 りに な らな い と勝 手 な 行動 を

と って しま う児童 もまだ いる。 その よ うな実態 か ら、友達 の よ さを 見て い くことに よ り、 お

互 いが 気持 ち よ くな り、一人 一人 が認 め られ てい る とい う実 感 を持 つ ことにつ なが る と考 え、

本題 材 を設定 した。

(3)ね らい

① 生 き方 と しての ね らい

・自分 らしさを 知 り、 それ を生 か して よ りよい生活 を しよ うとす る。

・互 いに助 け合 い なが ら生 きる ことの大 切 さに気付 く。

② 特 別活 動 と して のね らい

・み んな と話 し合 い、お 互 いにかか わ りなが ら、よ りよい人 間関 係を築 くよ うにす る。

(4)授 業改 善の4っ の 視点

① 「生 き方 」の テー マ と題材 との関係

・相 手 の よ さを認 め、相 手の気持 ちを考 えた 言葉を 「うれ しい言葉 」 と と らえ、その よ う

な 「うれ しい言 葉」 を交 わ し合 うことは、 お互 いの気持 ちを よ く し、 一人一 人が認 あ ら

れて い る とい う実感 を もっ ことにっな が る。

・よ さを認 め られた ことによ り、 自信 を 持 って発言 した り、進 ん で行動 した りす るな ど、

積極 的 な生 き方をす る姿勢 が 生 じる。

② かか わ りの場面 の設 定

・自分 自身 の よ さは、なか なか 自分 で発 見す る ことがで きず にい る。 そ こで 、友達 との か

か わ りの 中で 、 自分 の よ さに気付 くことが で きるよ うに働 きか け る。

・友達 の よ さを みて い く活 動 を通 して 、今 までの 自分 の見方 や考 え方 の問題点 に気付 か せ

今後 自分 が どの よ うな姿 勢 で臨ん だ らよいか 考え させ る。

③ 問題 解決 的 な学 習 の充実

・自分 に と って うれ しい言葉 を探す 。(人 に と って もうれ しい)

・友 達の 考え と自分 との共通性 や ちが いを 見付 け る。

・可能 な限 りの話 し合 いの場 面を 設定 す る。

④ 自己評 価の 工夫

・発 見カ ー ドや 手紙 文 を 書 くこ とに よ り、 自分 の 考えや活 動 を まとめ る。
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・も らうた カー ドや手紙 に対 して感想 を 書 くことによ り、 自分の よ さを認 識す る。

(5)学 習計 画(途 中略)

月 学 習 活 動 授 業 改 善 の ポ イ ン ト

4月 自己紹 介を しよ う
自分のことを格手に伝えるとともに棺手のことを知る。【生き方】

【問題解決】 名朝の中身をどんなものにすれば自分のことが伝わるかあらかじめ考えておく。【

かかわり】 名剃を互いに交換していくo

5月

ク ラ スの め あ て を

作 ろ う

{問鍾解決】1ケ 月Qのクラスの檬子を互いに諾し合い、クラスのめあてをつくる。

【かかわり】 友だちの慮見を聞いて自分の考えをまとめる。

【自己評価】 めあてづくりに対して自分の考えを述べるo

10月 うれ しい言 葉 を

お くろ う(本 時)

【生き方】 自趣のよさを知り、互、いに蛮めていく。

【問暫解決】 アンケートの結果を見ながら超手に合う言葉を見つける。

'【かかわり1班
の人と脇力して友だちのよさを見っける。(グ ループ話重)

【自己評価】 友だちのよいところをカードに書いて護す。もらったカードに感想を述べるo

11月 OOく ん ・○ ○ さん の

宝 物

【生き方1自 億のよさを知り、互いに謬めていく。

【問題解決】 決めた帽手を2週問観察し、よさを見っける。

【自己評価】 手厳文などを用いて、よさを相手に伝える。

2月

外国の人 たちと触れ合お

う(イ ン ド大使館 を訪 ね

て)

【生き方】 言葉や習慣の達う人たちの中で自分を表翼する。

【問題艀決】 言葉が通じなくても自分のことを伝える方法を考える。

【かかわり】 インドの文化に触れるとともに日本の文化にっいても伝えていく。

【自己評価】 交筐した後の感想を自分なりにまとめるo

(61他 教 科 との 関 連

幽慮

化

対

象

化

国 語 科 道 徳

「つ り橋わたれ」

において トッコや

サ ブたちの気持 ち

1を 考える。

学 級 活 動

・い ろ い

/う な 「う れ し

い 言 葉 」 を 知 る。

(言 語 事 項)

・相 手 の 気 持 ち を

考 え た 手 紙 文 をi

書 く こ と が で き

る。

・ 「自 分 ら しさ 」

概1

念

化

・自作教材

思いやり ・帰 りの会などで友達の

よかったことを発表する。

・ 「うれ しい言葉」に気付 き、日

常生活の中でそれを相手に伝え

よ うとす る意欲を持つ。(本 時)

・相手を決 め、友達のよい ところ

を見っけ、伝えることができる。

・..・ 日常 的 に 友 達 の よ さ

を 知 り 、 そ れ を 生 か しで ＼ ＼ .に 気 付 き、 伝 え る こ

よ りよ い 生 活 を しよ う と す る こC..o'一_.が で き る。

・共 生 の 視 点 を 持 っ て 、 生 き る こ と ＼ ＼.、

の 大 切 さ に 気 づ く。"＼

・本題材における 「生 き方テーマ」の系統性

意 言哉 イヒ
i
y

対 象 イヒ

i

1

-E71.念 イヒ

i

d

概 念 の7イ ヒ

実 践 イヒ

自分 も友達 も互 いによい点があることに気付 く。

1

自分のよさと友達のよさとの共通性 と異質性 に

気付 く。

1

自分のよさを 「自分 らしさ」 と自覚する。

i

こ

「自分 らしさ」の更なる発見に努め る

「自分 らしさ」を知 り、それを生か して

よりよい生活をする。

上記の流れは、本題材の展開その ものに当てはまるとともに、

低学年 一中学年 一高学年 一中学校 という段階の中にも置 き換え

ることがで きる。
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(7}本 時 の 学 習(6/12)

① 本時のね らい

・うれ しい気 持 ちに な る言 葉 に気 付 き、 日常 生 活 の 中 で積 極 的 に それ を相 手 に 伝 え よ うとす

る意 欲 を 持 た せ る。

・お互 いのよ さに気付かせ、相互に信頼 し合 いなが ら共 に生 きて いこうとす る態度 を育 てる。

② 本時の展開 支援 の工夫(※ 生 き方 ●かかわ り ◎問題解決 ★評価)

学 習 活 動

1.言 わ れ て うれ しい言 葉 に は

どん な もの が あ るか知 る。

2.言 わ れ て うれ しか った言 葉
にっ いて 発 表 す る。

3.他 の 班 の 友達 に お くる うれ

しい雷 葉 を 考 え よ う。

4.う れ し い 言 葉 の カ ー ドを お

く る 。

5.も ら っ た カ ー ド に 対 し て 感

想 を 発 表 す る 。

5.先 生 の 話 を 聞 く 。

教 師 の 支 援

◎ 言 わ れ て うれ しか った言 葉 の 事 前 ア ンケ ー トの結 果
を 見 せ る。 い ろ い ろ な種 類 の言 葉 が あ る こ とを 知 らせ

る。

○ 言 わ れ た 時 の 興体 的 な場 面 が 想 像 で き るよ うに発 表
を 促 す。

● 言 った側 の気 持 ち に も触 れ る よ うに す る。

★ 自分 の経 験 を振 り返 った り、 友達 の 発 表 を 聞 い た り

して 、 うれ しい言 葉 に気 づ くこ とが で き るか

◎ 決 め られ た 他 の班 の一 人 一 人 につ い て 、 お くるo
を班 の 中 で話 しAOわ せ 、 カ ー ドに 書 くよ うに させ る。.

(カ ー ド)、

● 全 員が うれ しい言 葉 を も らえ る活動 で あ る こ とを意
識付 け る。

● 班 の全 員 で友 達 の よ さを 出 し合 い 、 カ ー ドに 書 く内

容 が 決 め られ る よ うに班 に 働 きか け る。
★ 友 達 へ の うれ しい言 葉 を 一 生 懸 命 考 え よ う と して い

る か。

Oカ ー ドに書 い た うれ しい 書 葉 を発 表 さ せ る。

■ 発 表 して も らっ た児 童 に 感 想 を 聞 く。

※ だ れ に で もよ さが あ り、 それ を 認 め て い くと と もに
うれ しい気 持 ち に な る こ と に気 づ か せ る 。

○ 本 時 の 児 童 の活 動 に対 して 賞 賛 し、 臼常 生 活 の中 で
うれ しい言 葉 を積 極 的 に相 手 に伝 え て い け るよ う意 欲

付 け をす る。

● 今 後 、学 級 内 で いっ で もカー ドを 利 用 で き る こ とを
知 らせ る。

③ 評 価
・うれ しい 言 葉 に気 付 き、 その 言葉 を 友達 に お くろ うとす る意 欲 が 持 て た か 。
・お互 い の よ さに気 付 か せ 、 相 互 に 信頼 し合 い なが ら共 に生 き て い こ う とす る態度 が 育 った

か 。

(8)カ ー ド記 入 例
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実践事 例② 第5学 年 環境 教育 を通 して の事例(概 要)一 構想B

(D生 き方 の テーマ

人 や 自然 な どへ の思 いや りのあ る生 き方 をす る。

(2)テ ーマ設定 の理 由

く今 日的状 況 〉

個 人 主義的 な考えが 広が り、 家族 も大家族 か ら核 家族 の時代 に な った。人 とのか かわ りが

希 薄 にな り人 と交わ りの 中で相手 の気 持 ちを考え た り、仲良 くす る工夫 を した りす る ことが

で きな くな って きて い る。

〈児童 の実 態 〉

家庭環 境の変 化や学 習へ の不 安な どか ら心 の ゆ とりを失 って いるよ うで 、 自分本 位の考 え

方 をす る児童が 目に付 く。 何事 も自分 が 中心 で友達 の ことを考 え ない発言が 多 い。

(3)ね らい

① 生 き方 と しての ね らい

・友達 や身 の回 りの人 々の よ さを認 め、優 しく思 い や りを も って接す る ことが で きる。

・自然 や動植物 を愛 し、 自然 環境 を大切 にす る ことがで きる。

・節度 の あ る生活 や物事 の循 環 につ いて考 え る ことが で きる。

② 環境 教育 と して のね らい

・身 の回 りの問題 か ら、地球 規模 の環境 問題 な ど、 さ まざ まな環 境 にか かわ る問題 に対す

る関心を 高め る。

・環境 問題 を理解 し、主体 的 に問題 を解 決す る意 欲 を身 に付 け る。

・環境 問題 を主体 的 に解 決す る能 力を身 に付 け る。

(4)授 業 改善の4っ の視 点

① 生 き方 のテ ーマ と題材 との 関係

環境 教 育を取 り上 げ るこ とは 、私た ちの身 の回 りの 自然 に 目を向 け ることに直接 にっ な

が る。 森林 の働 きやそ の状況 及 び、資源 と しての木 材 のよ さを知 る ことを通 して 、人や物

に対す る思 いや りの ある生 き方 を育 て るこ とが 可能 で あ ると考 えた。

② かか わ りの場面 の設定

・デ ィベ ー ト的手法 の活 用 によ り児童 の意見 を森林 活用 型 と環境 保護 型に分 け、意 見 を戦

わせ る ことによ り考え の深 ま りを体験 させ る。

・社 会の 色 々な入や新 聞等 たちか ら情 報を得 る。

・地域 の教 育 力に 目を 向 け、 地域 の方 を講師 と して 招聰 し授 業に生かす 。

③ 問 題解 決的 な学 習の 充実

・VTR等 を利用 し、 見て分 か った こと、疑 問 に思 った こ とを発表 しなが ら自 ら課 題 を把

握 させ る。

・自分 たちの身近 な題 材、実 験 、体 験 か等 ら追 求 した い課題 を と らえ るよ うにす る。

④ 自己評 価活動 の 工夫

・学 習 カー ドの 中 に振 り返 りの項 目を 設 け、時間 を確保 す る。

〔5),.t一重}㍉㌦詳'1而1
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第1次(リ サイクル活動に触れよう)

学習内容 授業改善のポイン ト

第1時 間目(学 級活動)
碑文谷彫について理解する。

【かかわり】 実際の碑文谷彫を見せる。
【問題解決】 廃材であることに気付く。

第2時 問目(図 工)
碑文谷彫に取り組む。

【生 き 方 】 地域の講師の生き方に触れる。
【かかわり】 地域の方に講師として指導を受ける。

第2次(森 林について考えよ う)

第1時 間目(社 会)
森林のはたらきについて考える。

【生 き 方 】 広報委員会 ビデオ 「子供の森」を見て外国の友達や日本のボラン
ティアの行動に触れる。

【問題解決】 「子供の森」を見て森林の役割の大切さを考える手がか りとする

第2時 問目(社 会)
森林のはたらきについて調べる。

【かかわ り】 資料を活用する。
【問題解決】 調べた課題毎にグループで発表する。

第3時 間目(社 会)
調べた結果を発表 し、理解する。

【問題解決】 自分たちの興味に合った課題を選ぶ。
赤土と黒土の水分保有量の比較実験をする。

【自己評価】 活動について振 り返る。

第3次(森 林資源の活用にっいて討論会を しよう)

第1時 間目(社 会)
木よさについて考える。

【かかわり】 資源としての身近な木材の用途に目を向ける。
【問題解決】 木のよさを考え、伐採の意味について調べる。

第2時 間目(社 会)
木のよさについて発表 し、理解する。

【問題解決】 自分たちの疑問から木のやさや伐採の重要性を知る。
【自己評価】 森林の保護と森林の伐採の矛盾について気付 く。

第3時 間 目(社 会)
環境保護 と森林資源の活用について討論会を計画す

る。
1総 繍1鱗 懸 多:ILIV=;:と森林伐採グループに分かれて調べ方を考える

・森林の状況はどうなっているか考える。森林活
用 グループ

・木材がなくては生 きてゆけない理由はないか考える
。・木材の役割はどうなっているか調べる

。

第4時 間目(社 会)
今まで調べた ことをまとめて発表準備
をする。

【かかわ り】 友達と調べたりまとめたりする。
地域や社会の人か らも資料を集める。

第5時 閤目(国 語)一 本時一討論会をす
ることで自分の考えを しっ

か りともっ。

【生 き 方 】2つ り違 った考え方を認め合い自分なりの価値の決定を していけ
るよっにする。【

かかわり】2っ のグループで助け合って討論会を盛 り上げる。
互いのよさを認め合うようにする。

【問題解決】 自分の考えを論拠を上げなが ら説明で きる。
【自己評価】 自分の考えを自信を もって表現できる。

第4次(自 分たちのできることを考えよう)

第1時 間目(学 級活動)森
林の学習を通 して身の回 りでできる

活動を考える。

【生 き方 】 自分たちの生活を振り返る。
【自己評価】 自分たちの活動を振り返る。

⑥ 他教科との関連 ※は本学習 と直接的に関連を図った教科 ・領域

教科 単 元 名 内 容

※社会 環境を守る森林の働き 森林のはたらきについて分かる。木材
のよさとその活用について分か る。

※国語 私たちの生きる地球

討論会をしよう(6年)
襲 象響 馨1こついて考えることができる・考えたことを整理して文章にす
討論ゲームを通 して論理的な思考力、表現力を養 う。
相手に分か りやす く話 したり、考えを比べたりしなが ら正 しく聞き取ることが
できる。

※理科 植物のっ くりとはたらき
(6年)

葉に日光が当たるとでんぷんができることが分かる。

家庭 身の回りを整えよう 身の回りの整理整頓ができる。ゴミの正 しい処理の佳方にっいて分かる。

※図工 作 って遊ぶ 身近な木を持ち寄 り作って遊ぶことができる。

道徳

かあちゃんのアップ リケ
思いがけない春
緑よよみがえれ
一踏み十年

くずれ落ちた段ボール箱

節 度 あ る生 活 態 度1-(1)

思 い や り、 親 切2-(2)

自然 愛 、 動 植 物 愛 護3-(D②

自然 愛 護3-(D(2)

思 い や り 、親 切2一 ② 、
1

特別活動

,※
学級活動
広報委員会活動

⊥ 墜 犠 麟 と鰍 ・学校や家庭働 し繊 することができる・1
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(7)本 時の学 習(10/11)

① 本時 のね らい
・お互 いの 意見 のよ さを認 あ合 うことがで きる(生 き方)

・森林 の保護 にっ いて の説得 力の あ る意見 を言 うこ とがで きる。(国 語)

② 本時 の展 開 支援 の工夫(※ 生 き方 ● かか わ り ◎ 問題解 決 ★ 自己評価)

学 習 活 動

テ ー マ:森 林 の 伐 採 は よ い こ とか 。

第1話
・賛 成 森 林活 用 グル ープ(3分)

・反 対 環 境保 護 グル ープ(3分)

質疑 応答

感想 発表(2分)

(兄 弟班)

作戦 会議(3分)

第2話
・反 対 森林保 護 グル ープ(2分)

・賛 成 森林 活用 グル ープ(2分)

・感 想発 表(2分)(兄 弟班)

作 戦 会議(2分)

第3話
・反 対 ・賛成 側結 論(各1分)

○ ま とめ

意見 を発 表 した り、 聞 いた り した後

で 自分の考 え を ま とめ る。

○発表

自分たちの意見を発表 し合 う。

教 師 の 支 援

※互 いの意 見の よ さを認 め あ うよ うに助 言

す る。

● 相手 を認 め る気持 ちで発言 す る。

●時間内であれば何人発言 して もよい。

◎疑問だけを出 しあう。

●兄弟班が討論内容のの説得力について意

見を言 う。

●◎相手の意見を受 けて作戦を考える。

● よ い点 を 認め るよ うに助言す る。

◎ 結論が だ せ るよ うに助 言す る。

※ゲ ーム終 了 のすがす が しい気持 ち を もっ

よ うに助 言す る。

★お互 いの 意見 を認 め合 い考 え た こ とを

賞賛 す る気持 ちを大 切 にす る。

※2つ の価 値 の中で 自分 な りの考 え を もっ

ことがで きる

③ 評価
・お互 いの 意 見の よさを認 め合 うこ とが で きたか。
・森林 の保 護 と活 用 につ いて説得 力の あ る意 見を言 う ことが で きたか

。

(8)子 ど も の 感 想 か ら

ぐ ち齢 の醜 》

知 謙 配 融 叡 対酋 繍 ・叡 な・Zし 劇 乞3座 励 吻 るくθ・た

伽 轍 働 鰍 か碑 く懲 布 鋼 しヤくず雌 磁 、13略 畝 害ガ

机 ります.き た、森林紹 くな81ζ・人々討 あ叡 な殖 す 乏ういう

專も考えまと、や.ぱ ジ翻 ド弦寡LZお い1…俸うかいいと鬼uま す・

〈 零獺 」認 誓いの こζゆ 〉

編 、あま,拙 吻 渕 用色 は す 水 碗 だイヵ、いぱ・しません・爆累ヤ座

σ)漸 習色 します.電 更巳こまめヒ増 し{紡 ・この4ブ 色まtゲ 乙・麟 吃

穴切にした いZす 一

尿{商e{把{鞠e
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lV中 学 校分科 会

1研 究の 内容

本研 究で は、小 学校 ・中学校 の9年 間の学 校生 活を視野 に入 れ、発 達段 階 に応 じて生 き方

を内面 化 し、 それを発 展 させ るた めの支 援の 工夫 を考えて きた。 中学 校 部会で は、 ア ンケー

ト調査 を行 い、生 徒の 実 態を把 握 して この研 究 を進め た。

生徒 の意 識調 査か ら、

① 自己の よ さや可 能性 を知 る能 力 を身 につ け るこ と。

② 他 者 との かか わ りを深 め る活 動 を意図 的 に行 う こと。

③ 社 会の一 員 と して の在 り方(生 き方)を 考 え るよ うに支 援す る こと。

が 必要 で あ る とい うことが分 か った。

この こ とか ら、生徒 の 主体 的 な活 動 を促す 様 々な取組 みを通 して、生 徒が 自己理 解を 深 め、

自 らの生 き方 を意識 化 し、 自 己実 現を 図 る ことので き る生徒 を育 む支援 の工 夫を研 究 のね ら

い と した。

2研 究 の方法

本研 究 で は、主体 的 な生 き方 を創造 で き る生徒 を育 むた めに、 生徒一 人一 人が 「は ぐくみ

た い力」 を身 に付 け る ことので き る具 体的 な支 援の工夫 を追 究 した。

(1)生 き方 にかか わ る生徒 の意 識 を調 べ る。

・質 問紙法 に よ る。

(2)研 究の視 点

・次 の4点 を具体 的 な 支援 の工夫 て と して 、実践 的 な研 究 を行 った。

主体的に取 り組む工失

・役割の 自己選択

・課題解決学習

支援 カー ドの作 成 と活 用

学習評価力

課題発見力

課題解決力

自分を見っめ、振 り返 る力

他者を認あ、自分を表現 し、互いのよさを伸ばす力

自分で課題を見っけ、取 り組み、解決する力

学習形 態 の工 夫
・グル ー プ学 習

・生 徒相 互の 支援

教育相談的手法の活用
・共感的な指導

・待っ指導

・適切 な言葉かけ
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3 意識調査

意識調査の目的

生徒一人一入がよさや可能性 を発揮 し、自らの生 き方を主体的に創造することので

きる支援を教育活動の中で展開す るため、生 き方 にかかわる生徒の意識を把握す る。

尋

啄識 調 査 の 結 果
kこ.

⇒ 研 究 の 方 向性

・自己の よ さや可能性 を知 る能 力 を身 に

付 け る こ と。

・他 者 とのか かわ りを深 め る活動 を意図

的 に行 う こと。

・社 会 の一 員 と しての在 り方(生 き方)

を考 え る よ うに支援す ること。

【意識調査の結果か ら】

現在、生徒が心がけて生活 していることと理想 とする将来の生き方

駆9《ZうD星 う 団 あ2り 肋 ない 国 塞,箆く墓わない

心
が
け
た
い
こ
と

(上

:
贋
在

・
下

:
得
寮

瀞懸の区馴をはっrり うける

儒仰をよりど二うにする

gaに 全きる

おもしろおかしい

亀懐を楽しむ

喪かな人簡闘鳳

牟負の醸簾に腕皿されない

杜会に騙わりをもたない

理忍や日釣をもう

健厭に自佗をもてる

ブライ ドをもてる

教二会に膏を向ける

8分 の健力や餐 絡を活かす

薙 で零ね

爆填をズ切亀ζする

8分 にo摺 が海てる

K人 の醤列を尊重する

0 20 ●0 60 80 匹oo

「安 全 で 平 和 な こ と ∫ を 心 が

け た 生 活 を し た い と 思 う 気 持 ち

強 い の に 対 し て 、 「善 悪 の 区 別

を は っ き り つ け る こ と 」 や 「池

人 の 権 利 を 尊 重 す る こ と1を 心

が け て 生 活 し よ う と 思 う 気 持 ち

が 、 特 に 現 在 の 生 濤 に お い て 低

い と 思 わ れ る 。

、

生徒が職業を選択するときの基準として考えている

皿 強くaう c]S5 歪§あ雲り瓢わない ㊨ 雲ったく彫わない

収入が多 く経済的に畳かな生活ができる

`rf会 に 対 す る 自 分 の 役 割 よ
社会的な地位や名声が褐られる

麟 灘 臆4三 麟 饗ll:
性 やRを 活 か せ る こ と ・ を 晋

、分。、由に。、時。。、てる

最 も 大 切 と 思 っ て い る 。
収入 ・生事の内響や条件が安定 している

自分のベー スで好 きなよ うに仕事ができる

ozoaseoRoLeo
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4実 践事 例

(1)運 動 会 ～ 「振 り替 え リカー ドを用 いた支援 の工 夫」～

今 日の 練習 を振 り返 っ て

年 組 番 氏名

1,今 日 の 練 習 は 、 自 分 に と っ て 良 か っ た(

《感 想 》 悪 か っ た(

2.今 日 の練 習 で 感 じた こ と 、 気 づ い た こ と

《内 容 》

ね ら い

☆ 行 事 に 取 り組 む 自分 の 姿 を 振 り返 り、

自 己評 価 を 通 して 自 分 を 見 つ め る。

☆ 他 者 に 対 す る受 容 的 な 態 度 を 養 い 、

共 感 的 な 関 係 の 中 で 互 い の 良 さ を 伸 ば

しあ う。

☆ 個 人 や 集 団 の 課 題 に 気 づ き 、 役 割 を

責 任 を も っ て 遂 行 す る こ と に よ り 、 自

己 有 用 感 を感 得 す る。

記 入 す る 内 容

練 習 ご と に 配 布

(学 年 ・全校 ・予 行 の 計8回)

① 今 日 の 練 習 が 、 自分 に と っ て

「良 か っ た か 、 悪 か っ た か 」 か

に 印 を つ け 、 そ の 理 由 を 書 く 。

② 今 日 の 練 習 で 、 集 団 と し て 取

り組 ん だ こ とや 友 だ ち に つ い て

感 じ た こ と 、 気 づ い た こ と を 書

く 。

活 用 の 仕 方

学活の場面や学級通信で紹介

① 生 徒 一 人 一 人 が 、 目標 を 設 定

し、 そ の 到 達 度 を 碓 認 し、 次 の

練 習 の 課 題 を 明 確 に す る。

② 友 だ ち の 前 向 き に 取 り組 む 姿

や 友 だ ち か らの 自 己 に 対 す る 受

容 的 な 評 価 を 知 る 。

③ 集 団 の課 題 を 認 識 し、 共 感 的

な 関 係 の 中 で課 題 解 決 に む け て

集 団 と し て の 意 欲 や 技 能 を 高 め

る 。

期 待 さ れ る 効 果

① 目 標 に 対 す る 到 達 度 が 把 握 で

き 、 課 題 意 織 を も っ て 練 習 に 取

り組 め る。

友 だ ち の 普 段 と は違 っ た 面 を

知 る こ と に よ り 、 他 者 理 解 が 深

ま る 。

集 団 へ の 帰 属 意 識 や 自 己 有 用

感 が 高 ま り 、 集 団 と して の ま と

ま りが 強 くな る 。

振 り返 りカー ドへ の 肯定 的 内 容 での記 入 率の 推移

で 、 しだ い に 否 定

的 な 内 容 は な く な

り、 肯 定 的 な 内 容

が 多 く 見 られ る よ

う に な っ た。

友 だ ち や 集 団 に100

っ い て は 、 当 初 は

否 定 的 な 内 容 が 見8・

ら れ た 。 肯

し か し 、 カ ー ド'奏50
回

を書 い て い く過 程 → 諺
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4回85回 目6回 回7回 目8回 目

練 ■ 日

r

自分 に と っ て 、 そ の
← 日の 練 習 が 「良 か っ た 」

と答 え た 生 徒 の 割 合 を

見 る と 、6回 目か ら8

回 目で は70%以 上 と高

い 値 を 示 す よ うに 変 化

した 。

5回 目 の 落 ち 込 み は 、 練 習 計 画 の 通 りに 練 習 が 進

ま な か っ た こ と を 、 否 定 的 に 捉 え た た め と思 わ れ る。

運 動会 前 後 に お ける生 徒 の意識 の 変 化
「運 動 会 前 に 回

答 した よ り頑 張 っ

て 取 り組 ん だ 。 」

は 、42%で あ る。 →

「自分 の 役 割 や →

責 任 を 果 た す 。 」

は 、6%増 加 した 。

運動会前

運動会後
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0 20 40 60 80

皿 運動会を得意な行事と思っている

Eヨ運動会前に回答したより頑彊って取り組んだ

図 憾力して取り組もうと思っている

Eヨ 自分の役割や責任を果たす

100

「運 動 会 を 得 意 な 行

一 事 と思 っ て い る。 」 は 、

25%増 加 した。

← 「協 力 し て 取 り 組 も

う と 思 っ て い る 。 」 は 、

13%増 加 し た 。

※ 理 由 を考慮 すれ ば全員 が

協力 していた と言 え る。
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53%の 生 徒 が 、

1練 習 を 振 り返 っ て

い く う ち に 前 向 き→

に 取 り組 も う とす

る気 持 ち が 強 くな

った と答 えた 。

69%の 生 徒 が 、→

普 殺 の 生 活 で は 見

れ な い 友 だ ち の 違

っ た 面 をみ る こ と

は 、 よい こ とだ と

答 えた 。

運 動会 を通 しての生徒 の取 り組み の意識

0 20 40 60 80

目標 を も っ て 運 動 会

に 取 り組 む こ と につ い
← て 、83%の 生 徒 が 肯 定

的 に 答 え て い る。

四 振 り返 ることによ り前向きに取 り組む気持ち

Eヨ 目標を もって取 り紐む ことはよいこと

蕊 競技以外のことで 目標 を立てた生徒の割合

麗1普段 と違 う友だ ちの良い面をみ ることは良い

100←25%の 生 徒 は 、 目標

の 内 容 に 協 力 や 自分 の

係 の 仕 事 、 応 援 と い っ

た 内 容 を あ げ 、 自分 の

で き る こ と で 前 向 き に

取 り組 も う と して い た 。

ま と め

☆ 生徒 自身 が課 題 に気 付 く場面 設 定 を意図 的に繰 り返 すJ

☆ 一 人一 人の生 徒が 、具体 的な 目標 を決 めて取組 むよ うに助言 す る。

☆ 集 団や他 者 の取組 み に対 す る感想 を述 べた り、記述 した りす る ときは、その よ さ

を と らえて表 現す る よ うに指導 ・援 助 を積極的 に行 う。

(2)合 唱 コ ンクール

～ 自分 の役割 を持 ち、 お互 いの よ さを認 め合 い、協 力 して 活動す る特 別活動 の工夫 ～

① ね らい

(ア)自 己決 定の場 を設 定 し、個 々の役 割 に責 任を持 って取 組 む態度 を育て る。

(イ)共 に一 っの 目標 に向か って努 力す るこ とで 、共感的 な関係 を育 て る。

(ウ)「 振 り返 りカー ド」を活 用 し、個 人や学 級 の取組 みをみ っあ 、次回 の課題 を考え さ

せ る。

② 指 導 の工夫 ・手順 と期待 され る効果

(ア)役 割 の分 担(1人1役)

・自分 の役割 を決定 し、活動 の結 果 に責任 を もっ(自 己決定 、 自己責任)

・生徒 が決 めた役割(例)

・学 級 リー ダ ー ・パ ー ト リー ダ ー ・伴 奏 係

・指 揮 係 ・譜 面 係 ・整 列 係 ・テ ー プ係

・企 画 係

・広 報 係

(イ)「 振 り返 りカー ド」 の記入(課 題 発 見、課 題解 決)

・練 習終 了後 、振 り返 りカー ドを活用 し、 その 日の練 習の取 り組 みを みっめ、 よ く

で きた点 、次 回の練 習の課題 を お互 い に確認す る。
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(ウ)具 体 的な支援 の手 順

日付

7/5

9/28

10/6

17

ら

尋

5

5

"

昼

28

29

30

31

111t

活動時閥

学級活動

裁量の時
間

裁量の時
間
学級活動

学級活動

裁量の時
間

学年活動

学級活勤

裁 量 の 時

間

合 唱 コ ン

クー ル

学級活動

生徒の活動

・ 係 を 決 め る 。

・ 「合 唱 コ ン ク ー ル に 向 け て 」

ど の よ う に 取 り 組 む か,ア ン ケ

トを 通 して 考 え る 。
・ア ン ケ ー トの 結 果 を 基 に ,自

分 の 取 り 組 み や 役 割 を 考 え る 。
・音 楽 の 授 業 に お け る取 り組 み

に つ い て 「振 り 返 リ カ ー ド」 に

記 入 し,活 動 を 振 り 返 る 。

支 援 の 手 立㌧ て

・音 楽 の 授 業 に お け る取 り絹 み

に つ いて 「振 り返 り カー ド」 に

記 入 し,活 動 を 振 り返 る 。
・裁 量 の 時 間 に 練 習 を 行 う。
・各 パ ー トの リー ダ ー を 中心 に

指 定 場 所 で 練 習 す る 。

・学 年 単 位 の リハ ー サ ル を行 い1

自分 の 取 り組 み に つ い て,ア ン
ケ ー トに記 入 す る。
・学 年 リハ ー サ ル後 の ア ンケ ー

トの 結 果 を続 み取 り,学 級 の取

り組 み や 練 習 の 方 法 を検 討 す る

・合 唱 コ ン ク ー ル に 向 け た 最 後

の 練 習 に 取 り組 む 。
・一 致 協 力 し て .一 つ の 合 唱 を

つ く る 。
・終 了 後 に ,「 合 唱 コ ン ク ー ル

を 終 え て 」 と 題 す る ア ン ケ ー ト

に 記 述 し,自 分 の 取 り親 み を 考

え る 。
・ア ン ケ ー トの 結 果 を 銃 み 取 り

学 級 の 目 標 の 遷 成 度 な ど を 評 価

す る 。

・各係 の役 割 を検 討 し,責 任 を もつ こ と の で き る係

を 選択 す る よ う助 言 す る。
・活 動 へ の 意欲 を高 め たy行 事 へ の取 り組 み を 意

職 化 させ た りす る。

・学 級 全 体 の傾 向 を読 み 取 り,合 唱 の パ ー ト毎 に 目

標 を 明確 化 させ る。
・学 級 担 任が ,「 振 り返 りカー ド」 に コメ ン ト(助

言,活 動 の よ さ等)を 記 入 し,翌 日の 学級 活 動 の

時 間(短 学 活)に 返 却 す る。

・学 級 担 任 が ,「 振 り返 り カー ド」 に コメ ン ト

を記 入 し,翌 日の 学 級 活 動 の 時 間(短 学 活)

に返 却 す る
・学 級 担 任 が .練 習 の 内 容 や 方 法 に つ い て助 言

し.練 習 に おけ る課 題 を 個 別 に知 らせ る。

・リハ ー サ ル の感 想 を述 べ 合 い,各 自が そ れ ぞれ の

取 り親 み を検 討 す る。 さ らに,放 課 後 の練 習 の方
法 内容 を検 討 し.課 題 を明 確 に す る。

・パ ー トリー ダ ー を中 心 に して ,取 り組 み の よ さ や

課 題 を相 互 に出 し合 い,相 互 理 解 と深 め,協 力 す

る態 度 や慧 欲 を 高 め た め,個 々 の よ さ を指 摘 し.

援 助 す る。
・各 パー トや 個 々の持 ち 味 を出 す 合 唱 の 方法 な ど を

助 書 す る。
・合 唱 を通 して ,何 を 訴 え た い の か 。何 を表 現 した

いの か 。 意 織 して 歌 うよ うに 助言 する 。
・合 唱 コ ン クー ルへ の 取 り組 み を振 り返 り、 相 互 理

解 や 協 力 な ど,自 分 の 在 り方 な ど を慧 織 して ア ン
ケ ー トに 答 え る よ う助 言 す る。

・合 唱 へ の 取 り組 み を通 して ,学 ん だ こ とや 考 え た

こ とな どを 振 り返 り,学 級 の 一 員 と しての 在 リ方

や 自分 の 在 り方 な どを 考 え る 。

③ 生徒 の ア ンケー トと 「振 り返 りカー ド」 の結果

取組 みの 前後 で ア ンケ ー トを実 施 し、 生徒 の意識 の変 化や ね らいが達 成で きたか 否か

を検証 した。

〔生徒 の 意識 の変 化〕

(ア)取 組 みの前 後 のア ンケー ト結 果

〔評価 項 目〕

a頑 張 って取 り組 も うと思 って います か。

a'頑 張 っ て 取 り組 め ま した か 。

a 56.3 437

・匠==613

bみ ん な と協 力 しよ うと思 って います か。b[肇

b'み ん な と協 力で きま したか。

c自 分 の役 割 に責任 を果 た そ うと思 って い

b

61.3

51.6

355微32

387懸 、

勿 ・5・ 霧32

ます か。
C 61.3 38・雛 霧

C 35

c'自 分の役 割 に責 任を 果たせ ま したか 。
OX 25%

35

50%

ロ強く思う

「つ思Z

思

、

ロツ
・し

ま

な

あ

わ
圏

瓠翻目

75%

30

100%
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(イ)振 り返 りカ ー ドよ り

・男子が ま じめ に取 組ん で いない。 ・整列 はす ぐにで きたが、声 が 出て いな い。

・ソプラ ノは きれ い にな ったが 、 まだ歌 詞 を きちん と覚 えて いな い。

・初めて伴 奏 と合 わせ たので うま く合 わ なか ったが次 は頑 張 りた い。

・朝の 自主練 習 をや ってみた い。

・今 日は男子 も しっか りと歌 って いた。

・作法の練 習 を もっとや ったほ うが いい。

(ウ)合 唱 コ ン クール後 の感想 か ら

・この クラス は練 習 を始 め るのが比較 的遅 か った。練 習す る とき も、 あ ま り乗 り

気で はな く、 しば ら く始 め るの に時間が かか りま した。 だけ ど、 僕 の クラ スは

熱 しやす く、始 めれ ばす ぐに熱 中 して い きま した。

・協 力す れ ば いい結果 が出 る。 何事 も皆 で力 を合わ さな ければで きな い。 クラス

が一致 団結 で きるよ うにな った。 団結 のす ごさを学 んだ。

・合唱 コ ンクール まで は、 わた しは(た ぶ ん他 の人 も)不 安 で い っぱ いだ った と

思 います。

④ 考察

(ア)多 数の係 を 設 け 自分 で仕 事 を選 び取 り組 む こ とで、 生徒一 人一人 に 自己選択 の大切

さや責任感 が 自然 に芽生 え、主体 的 に練 習 に励 むよ さが見 られ るよ うにな った。

(イ)「振 り返 りカー ド」を活 用す る ことに よ り、た だ頑張 った とか、 楽 しか っただ けで は

な く、集 団の 中で の 自分 の役割 を意識 して 行動 して いた。 また、課題 を 持 ち、意欲 的

に活 動す る姿 が 見 られ た。

(ウ)学 校生 活で の様 々 な場 面 に、 「振 り返 りカー ド」(自 己評 価 ・他 を認 あ る評価で 目

標 を持 たせ る カー ド)を ど う活用 してい くか。活 動 の進 み具 合 にあわせ 、段 階 にあ っ

た助 言 ので きるカー ド作 りが 、今後 の課題 であ る。

(3)地 域 交流 会 ～ 「自己評価 カー ド」の活 用 ～

① ね らい

(ア)行 事へ の取組 みを前 に、 「自己評 価 カー ド」 を用 い るなど して、 目的 意識 を もたせ 、

参加 意欲 を高 め、 主体 的な活動 を促す 支援 を行 う。

(イ)行 事終 了後 に 、生徒が 自己を振 り返 り、活動へ の参加 や役 割を遂 行 した こ とな どを

もとに 、 自己有用 感や成 就感 を もたせ る。

(ウ)r自 己評価 カー ド」 に記載 され た ことを、 今後 の 支援の 工夫の たあの 資料 とす る。
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② 「自己評価 カー ド」 の活用 と支援

地壕交流会に向けて
zt$
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鶴
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③

← 事前打 ち合 わせ でカー ド記入

≪一カー ドへの記入 内容 を把握

←生徒 への声かけを実施

し

⇒

事後反省会でカー ド記入→

生徒の意識変化を把握→

個別指導に活用→
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④ 考察

「自己評価 カー ド」 を使用 す るこ とによ り、事前 の意識 が 向上 し、 当 日の動 きに も大 き

な影 響が み られ た。 この こ とは、 自己を振 り返 る ことで 、 目標 を持 ち、前 向 きに生 きよ う

とす る力の 支援 にな った こ とと考 え る ことが で きる。 また、集 計結 果 には出て こない部分

で 、生徒 個 人の変 化(は ぐ くみ た い力 に近づ く)を 把握 で き、支援 を工夫 す る上で の、重

要 な資料 とな った。教 師側 に も心 の変化 が お こ り、生徒 理解 、具体 的支援 の方 策等 に役 立

て るこ とが で きた。

(4)栽 培 活動

～ 作物 を育 て る活 動 を通 して 、その 成 長を感 じ、 自 らもた くま しく生 きる ことを 目指 し

た体 験 活動 ～

① ね らい

(ア)自 ら選 ん だ植物 を育 て る中で 、 自分の 生 き方 につ いて 考え、 自己をみっ め る。

(イ)活 動 の中 で役割 を選択 し、積 極的 に 自分の役割 を 果 たす 。
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② 指導の方法 と工夫

活動の概要

活動についての説明

↓

班編成;男 女混合の班編成を行 う。

↓

植物 の選 択:班 毎 に、 季節 に合 わせ て

↓ 育て る植物 を選択 す る。

土づ くり:プ ラ ンタ ンに、土や 肥料 を

↓ 入 れ、 土づ くりをす る。

種蒔 き

〔支援 の工夫〕

← 一 生あ る物 を仲 間 との協 力で 育て てい く事

を伝 え る。(栽 培 学習 の ア ンケ ー ト)

←-4人 一組 の男 女混合 の グルー プを作 らせ

る中で仲 間 との協 力を意識 させ る。

一一 時期 に合わせ ての作 物を選 択。

(作 物 の 力 タロ グを見せ なが ら)

←一 班毎 に土 をっ くる。

← 一 観 察 記 録(振 り返 りカ ー ド)を っ け る。

③ 栽培 活動 の取 組 みの結果

(ア)栽 培 活動 ア ンケー トの事前 ・事後 の比 較

上最=事 前 下段:事 後'

e乍 に畳 ・が り か

(イ)栽 培 記 録 カ ー ド

伽考:い がいと作物に閤心の

ない生縫が多い事に驚か

された.
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備讐 ・作物.L6」 ・L・がある生徒

でも手当の方 法を知 らな

い生徒 も多く.時 代の流

れ を感 じる.
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(ウ)月 別記録表

弱竃 随 坤ど1蓋o且,r`inqr.【

④ 考察

栽培 活動 や 作物 に よ る環境 の 変化 は生徒 の心 に

大 きな影 響 を与 えた。 ア ンケ ー ト結 果か ら も分か

るよ うに生徒 の心 を安定 させ た り弱 者へ の心 くば りが 出来 るよ うにな った。

この よ うな点か ら自然 とのか かわ りは人 に与 え る影響 が 大 きい ことを意 味 して い る。

最後 に興味 を持 って頑 張 ろ うと思 った生徒 の理 由 に ・ 「少 し見 ない うちに大 き くな った。 」

「愛情 を感 じた。 」 「芽が 出た。」 な どの意 見があ った。
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(5)数 学科 ～ 教科 の学 習を通 して～

① ね らい

(ア)生 徒 は 自 ら課 題を発 見 し、 主体 的 に課 題解決す る。

(イ)教 育相談 的 手法を生か した授 業 を行 い、学習 意欲 を高 あ る。

(ウ)生 徒 同 士で学 び合 うことによ り、 自分の 考えを表現 す る とと もに、他 者の 考えを理

解 し、 尊重す る態度 を育む。

(エ)「 振 り返 りカ ー ド」、 「学 習評 価 カー ド」 を活用 して 、 自分 の課題解 決 を確認 し、

次の 課題 を発 見 した り、考 えた りす る。
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(オ)学 習活動 の展開

① 課題解 決学 習

生徒 が主 体的 に学 習 で き るよ う、 ゲー

ム的 な要 素を加え る。

【課題 】

座標 の点 をデ ー タと して示 し、点 と点

を順 に結ぶ と下図 の よ うな絵 が 浮か び上

が る。 複数 の課題 の中 か ら、生徒 が主体

的 に選 択 し、取組 め る もの と した。

醇 挙.《/温
4∫z」

参考 文献

「楽 しい 中学数 学」(B本 書 厨) .

「数学 ワー クブ ツク1(東 京 書籍)

(カ)学 習 活動の取 組み と生 徒の 意識

① 授 業 に集 中で きま したか 。

魯中でセ亀かった

あま摯象oしr

② グル ー プ学 習

生徒 同士 が協 力 して学 習 に取組 め るよ うな問

題 を提 示す る。 その課題 を解 決す る過程 で、学

習意 欲を高 め た り、 自己理 解や他者 理解 を深 め

るこ とので きる学 習活動 を行 う。

【課題 】

連 立方程 式を2元1次 方程 式の グラフを利用

して解 くとい う課 題の 中で 、 グラ フが平行 にな

る もの と重 な る ものの意 味 を考え る。

趣
蓄

』

轟
娠

二
.

拶

,

② 授 業 に積極 的 に参加 しま したか。

9鯛 しなかっ丸

.i蓋

にsmしz

③ 生徒の感想

・よ く考 えて 、集 中 で きて 、で きた とき

は うれ しか った

・気 がっ い た ら点 結 びに は ま って い た

日可がで て くるの か気 に な り楽 しみ な が

らや って しま う。

・今 日の よ うな授 爽は 楽 し くて 良か っ た

と思 う

・け っこ うゲー ム っぼ くて 良 か った と思

う

・グル ー プ で 学習 す る と
.ち ょっ とわか

らない とき 教 えて も らえる ので とて も良

か っ た◎

・ユ次関 数 は むず か しい と思 って いた

が、 少 しわ か るよ うに な った

・先 生 が わか らな い と きに 丁寧 に教 えて

くれ て 艮か った

・目標 を椿 って 勉強 した の で 艮か った と

思 う

② 考察

「振 り返 りカー ド」等 を活 用す るこ とに よ り、生徒 個人 の 目標 や課題 が明確 に な り、 生

徒 は、 課題 に積 極 的 に取 り組 む よ うにな った。 また、課 題 と目標 を明示 した り、発問 や説

明 した りす る際 に、教育 相談 的 手法 を生 か した指 導を 行 うことによ って、生徒 一一人 一人 の

学 習意欲 を喚起 し、成就 感 や満足感 を もっ ことが で き るよ うに な った。

さ らに、課題 解 決学 習や グル ープ学習 に よ って 、学 習効 果を高 め る ことの みな らず 、 自

己決定 や他者理 解 の場が で き、互 いの よ さを伸ばす こ とにつ なが って い ると考え る。
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iv研 究の成 果 と今 後 の課題

1小 学校 分科会

本部 会で は、生 き方 の定 義を通 して 、児童 ・生徒 に は ぐ くみ た い3つ の 力を取 り上 げ た。 そ

の ことを受 けて小 学校 分科 会 は、それ らの 力を育 成す るための 支援 と して 、4っ の 授業改 善の

視点 を提言 した。

成 果

く生 き方 の テーマ の設定 〉

・教師 が人 間 と して の生 き方 をね らい とす る

授業 を意 図的 に構想 す る ことが で きた。

・児童 が 自然 な意 識 の流れ に応 じて、 生 き方

に対 す る自覚 を深 め る ことが で きた。

〈かかわ りの場 面 の設定 〉

・児 童同士 、互 いに認め合 お うとす る気

持 ちが育 って きた。

・教師が かか わ りの場 を意識 し、よ りよ

いか わ り合 い の支援 をす る ことによ っ

て児童 に主 体的 に活動 しよ うとす る態

度が育 って きて い る。

〈問題解決_癒 〉

・児童 は自 己の問 題 を 自力解 決 で き、 達成感

を味 わ い、学 習の仕 方が 身 につ いて きた。

・児 童の主 体的 な学 習活動 を大切 にす る こと

によ り、意欲 を高 あ る ことが で きた。

・教科 や領 域 を横 断 的 ・総 合的 に取 り扱 うこ

とに よ り、 ものの 見方 や、考 え方 を多面 的

にす る ことが で きた。

「コ 〉夫工の動活価評己自く

・自 らを振 り返 り、 自分 を見つ あ る こと

がで きるよ うにな った。

・評価 を肯定 的 に と らえ るこ とに よ り、

児童 は 自分 の これか らの学習 や行動 の

在 り方 を 自己決 定 で きるよ うに な って

きた。

課 題

・教科 、領域 の 目標 や内容 と 「生 き方 のテ ープ」 との関連 を更 に明 らか に して い く。

・長期 的 な展 望を もって 生 き方 の ね らいを達 成 して い くた めの授 業構 想を工夫 す る。

・かか わ りの場面設 定 や、か かわ りを深 め るため の支 援の 具体的 な在 り方 を工 夫す る。

・自 らの力 で生 き方 にかか わ る課題 を 見付 け、解決 を図 るため の支援 の在 り方 を工夫 す る。

・自己評価能 力の 育成 につ いて、 発達 段階 に応 じた支援の在 り方 を探 る。
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2中 学校分 科会

(1)研 究 の ま とめ

本 研究 は、生徒 に身 に付 け させた い力 と して、 「自分を 見っ め、振 り返 る力」 「他者 を認

め 、 自分 を表現 し、互 いの よさを伸ば す力 」 「自分 で課題 を見 っ け、取 り組 み、解 す る力」

に身 に付 け させ た い力 と考 え 、研究 を進め て い った。

実 践 にお いて は、他 者 や 自然 とのか かわ りを重 視 し、 これ らの力 を身 にっ け るため の支援

の工 夫 をす る ことに よ って、良 さや可 能性 を発揮 し、 自 らの生 き方 を主体 的 に創 造す る こと

が で きるで あろ う とい う仮 説 の も と、各教科 ・領 域 で実践 ・検 証 を行 った。 その成果 は、以

下 の とお りで あ る。

①r振 り返 りカー ド』 の活 用

子 ど もた ちの 中で個 々の 課題が は っ き りし、 その課 題 に向 け積 極的 に取 り組 む姿 勢が現

れて きた。 また 、 この よ うな カー ドを有 効 に使 うことに よ って 、 自分 を見っ め、 自 ら解 決

して い く力が少 しずっ だが 身 に付 いて きた。

② 教育 相談 的指導 法の 活用

教科 ・特別 活動 で、 共感 し許容 す る言 葉か け、 待っ 指導 を行 う ことに よ って、 自分 の よ

さや 可能性 を見 っ けだす ことが で き、 主体 的 に物 事 を考 え る態 度を養 うこ とがで きた。

③ グル ープ学 習 の活用

グル ープ内で お互 いに教 え あ った り、助 け合 うこ とによ って、 自己を表 現す る力が 身 に

付 き、他者 への思 いや りも見 られた。 教科 の学習 にお いて は、時 間の確保 が課題 とな った

が、 生徒 の学 習意 欲 を高 め るこ とがで きた。

④ 役割 の選 択を 意識 させ る こと

個 々 に課 題を もたせ 、主 体的 にかか わ る ことを意識 させ る ことによ って 責任 感が高 ま り

子 ど もたち一人一 人が 、充 実感 や所属 感 な どを実 感 して いた。

(2)今 後 の課題

これ か らの高度情 報化 社会 に生 きる子 ど もた ちは、 様 々な活動 を通 して経 験 を積み 自己理

解 を深 め る とと もに、主 体 的 に生 きて い く力を身 に付 けて る ことが大 切 にな って くる。 その

た め に、 これ らの 生 き方 にっ なが る支援 を工夫 し、実 践 して い くことが重要 で あ る。

これ まで も、 これ らの支援 は少 なか らず実 践 されて い るが 、今後 は これ らの支 援の方 法 を

を 関連 させ 、意図 的 に用 い るこ とが課題 とな る。

生 徒 の よ さや可 能性 を発揮 させ 、 よ り効果 を あげて い くた め には、時間的 制約 や煩雑 さを

い とわ ず 、積極的 に これ らの支援 の方法 を駆 使す る ことが 大切 で あ る。

3小 ・中学 校 を通 じての ま とめ

今年 度 の研 究 は、小 ・中の9年 間 を視野 に入 れ研究 を進 め て い く、 とい う設定 が な され て

いたが 、発 達段 階の違 いや 子 ど もとのかか わ り方 な どの違 いが あ り、難 しい研 究で あ った。

小 ・中の9年 間を視野 に入 れ研 究の方 策 を明確化 す るこ とが次 年度 以降 の課 題 とな る。

例 えば 、各教科 ・領 域等 で どの よ うな指 導の 工夫 ・改善 を すれ ば、 は ぐくみ た い3つ の 力

を よ り効 果的 に身 に付 け るこ とがで きるか 。 また、 「生 き方 」 を意識化 し、他 者の生 き方 と

対 象 化 して、 自己の生 き方を概 念化 で き るか、 な どを探 る必 要が あ る。
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